
一般名

（初回量）

（維持量）

1 ・・・ 8 ・・・ 15 ・・・ 22 ・・・ 29 ・・・ 36 ・・・

1/3

:30

7

2

治療内容（初回）

メイン 側管

経過時間

0

:30

1

:30

6

レジメン名 ゾルベツキシマブ＋XELOX
がん種 胃癌

投与量 単位

ゾルベツキシマブ

オキサリプラチン

カペシタビン（内服）

mg/㎡600

800 mg/㎡

130 mg/㎡

2,000 mg/㎡/日

5

:30

:30

3

:30

4

:30

day

3週ごと

2週服薬

1コース

2週服薬休薬 休薬

2コース

パロノセトロンバッグ(50ml)

アロカリス 1V

デキサート 2A

ポララミン 1A

ゼローダは朝夕食後に服用

day1夕から開始

！！服用量を確認！！

オキサリプラチン

5%ブドウ糖(250ml)

2時間

5%ブドウ糖（250mｌ）

ﾙｰﾄ

確保

ⓘ

30分

ビロイ

生食(1000ml) 要遮光

ﾙｰﾄ

確保

生食(500ml)

生食(50ml) フラッシュ用等速

生食(50ml) フラッシュ用全開

ⓝ

80
mL/時

1時間

160 mL/時

1時間

320 mL/時

最後まで

240 mL/時

1時間

ビロイ投与中に、嘔吐／強

い悪心が発現した場合は、

投与を中断する。

↓

症状が回復したら中断時の

半分の速度で再開する。

↓

症状の再発がなければ、30

分後に中断時の投与速度

へ戻して1時間投与。

以降は左図に従う。



一般名

（初回量）

（維持量）

1 ・・・ 8 ・・・ 15 ・・・ 22 ・・・ 29 ・・・ 36 ・・・

7

2/3

:30

5

:30

6

:30

2

:30

3

:30

4

経過時間

0

:30

レジメン名

ゾルベツキシマブ

カペシタビン（内服）

ゾルベツキシマブ＋XELOX
がん種 胃癌

投与量 単位

800 mg/㎡

600 mg/㎡

オキサリプラチン 130 mg/㎡

1

:30

2,000 mg/㎡/日

メイン 側管

治療内容（2回目以降　：　前回のビロイ投与時に一時中断しなかった場合）

day

3週ごと

2週服薬

1コース

2週服薬休薬 休薬

2コース

パロノセトロンバッグ(50ml)

アロカリス 1V

デキサート 2A

ゼローダは朝夕食後に服用

day1夕から開始

！！服用量を確認！！

オキサリプラチン

5%ブドウ糖(250ml)

2時間

5%ブドウ糖（250mｌ）

ﾙｰﾄ

確保

ⓘ

30分

ビロイ

生食(500ml) 要遮光

ﾙｰﾄ

確保

生食(250ml)

生食(50ml) フラッシュ用等速

生食(50ml) フラッシュ用
全開

ⓝ

240 mL/時

最後まで

累積

約2時間強

60 mL/時

30分

ビロイ投与中に、嘔吐／強

い悪心が発現した場合は、

投与を中断する。

↓

症状が回復したら中断時の

半分の速度で再開する。

↓

症状の再発がなければ、30

分後に中断時の投与速度

へ戻して1時間投与。

以降は左図に従う。



一般名

（初回量）

（維持量）

1 ・・・ 8 ・・・ 15 ・・・ 22 ・・・ 29 ・・・ 36 ・・・

レジメン名 ゾルベツキシマブ＋XELOX 3/3

がん種 胃癌

治療内容（2回目以降　：　前回のビロイ投与時に一時中断した場合）

オキサリプラチン 130 mg/㎡

カペシタビン（内服） 2,000 mg/㎡/日

投与量 単位

ゾルベツキシマブ
800 mg/㎡

600 mg/㎡

0

:30

1

:30

2

メイン 側管

経過時間

5

:30

6

:30

7

:30

3

:30

4

:30

day

3週ごと

2週服薬

1コース

2週服薬休薬 休薬

2コース

パロノセトロンバッグ(50ml)

アロカリス 1V

デキサート 2A

ゼローダは朝夕食後に服用

day1夕から開始

！！服用量を確認！！

オキサリプラチン

5%ブドウ糖(250ml)2時間

5%ブドウ糖（250mｌ）

ﾙｰﾄ

確保

ⓘ

30分

ビロイ

生食(500ml) 要遮光

ﾙｰﾄ

確保

生食(250ml)

生食(50ml) フラッシュ用

等速

生食(50ml) フラッシュ用
全開

60 mL/時

30分

240 mL/時

最後まで

累積

約2.75時間

ⓝ

120 mL/時
30分

180 mL/時
30分

ビロイ投与中に、嘔吐／強

い悪心が発現した場合は、

投与を中断する。

↓

症状が回復したら中断時の

半分の速度で再開する。

↓

症状の再発がなければ、30

分後に中断時の投与速度

へ戻して1時間投与。

以降は左図に従う。


